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○ 積極的に情報交換を行い、共通理解を深めるとともに互いの役割を明確にする 

様々な立場の人が児童の指導にかかわる場合、目指す児童の姿を共通理解するとともに、

日々のかかわりや児童の様子について積極的に情報交換することが大切です。 

例えば、連携して規範意識を育成しようとするときには、各学校種では発達の段階に応じ

てどのように取り組むのか、家庭ではどのようにかかわるのか、地域においては何ができる

のかなど、それぞれの立場に応じた役割を明確にしてかかわることが大切です。

こうした取組のためにも、各学校・家庭・地域等との定期的な情報交換の場が重要です。

実践事例②：幼・保・小で連携し、かかわりづくりに取り組む

ある学校では、幼稚園と小学校の教職員が連携し、「発達の連続性を確保し９年間で社会性を

育てる教育課程を編成する」といった共通の目標に取り組んでいます。

まず、双方の全教職員が連携の目的や方法について協議し共通理解を図ります。１年生と年

長児の「秋を楽しむ活動」、５年生と年長児の「米作りの活動」を円滑にするため、職員間チー

ムが事前・事後の協議を行っていきます。

こうした協議を重ねるごとに、教職員

同士に園児・児童の発達の様子を学び合

い、相談し合える関係が築かれ、「創造」

「協働」「試行錯誤」の要件を満たした互

恵性のある活動が充実してきています。

実践事例③：地域で一体となってあいさつ運動に取り組む

地域であいさつのできる子を育てようと、様々な方々が連携しています。

地域の子どもたちを地域で育てているという連帯意識が強まっています。

リーダー委員会による

「おはよう隊」

参加者はシールがもらえます

婦人会による 

月曜日のあいさつ運動

「子どもたちとのふれあいが大切」

警察官による 

毎朝のあいさつ運動

「子どもたちの安全も守ります」

オアシス運動 校門横にオアシス看板を設置し、平成６年から活動を継続しています

青少年健全育成連絡協議会によるあいさつ標語募集 優秀作品は町の全世帯に配布します

小中全保護者と教職員による交通指導とあいさつ運動 保護者もあいさつ指導をします

小学校 保育所

幼稚園

効果を上げるためのチェックポイント

−　31　−



- 32 -

指導体制プラン②『６つの視点を踏まえた教育活動を推進する』

「あの学級では持ってくることが許されている文房具が、僕の学級では許されない。」

「休み時間にジャンパーを着ている子は校内にたくさんいるのに、私だけしかられた。」

こうした指導の基準のぶれは、「生徒指導のダブルスタンダード」と呼ばれ、日々の学校生活で

このような経験が重なると、児童は不公平感や教職員への不信感を募らせます。

また、年度初めに共通理解し合った活動につ

いて、担当教員の学級が熱心に取り組む一方で、

十分に取り組まない学級が存在すると、学校と

しての指導の効果が弱まるとともに、教職員間

の信頼関係も揺らぎます。

特に、各学級担任がそれぞれ受け持ちの児童

と向き合うことの多い小学校は、学級間の差が

生じやすい状況にあります。生徒指導提要にお

いても、右に述べられているように、全教職員

が足並みを揃え一貫性のある生徒指導を行える

体制づくりが大切です。

○教職員や保護者等、児童の指導にかかわる者が、一貫性のある指導に向けて基準を確かめ

たり協議したりできる合意形成の場や機会を確保する 

  ○具体的な指導や支援の方法や取組の進捗状況を互いに伝え分かり合う場や機会を確保する 

  

２ 一貫性のある指導ができる体制を工夫する

実践事例①：指導の指標を全教職員・保護者で共通理解する

ある学校では教職員・家庭・地域が児童の理解とか

かわりについて協議・相談し合うことが課題だと考え、

一貫性のある指導に向けた指標づくりをしました。

◆「○○っ子のやくそく」をみんなで見直す 

各学級担任や保護者の理解や指導がぶれやすい内容

は、個々の事情に配慮しつつ、細かく示しました。「服

装」は大項目だけでも 10項目に及んでいます。

◆教職員・家庭・地域が児童にかかわり指導する 

小中９年間を見通した上で、右のような指標を

設定しています。そして、それを児童一人一人に

配布するとともに、同一中学校区内の教職員と保

護者が共通理解した上で児童の指導にかかわって

います。

⑧ 冬・・・ 標 準 服
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児童配布用「○○っ子のやくそく」の一部

生徒指導体制の基本的な考え方

学校が一人一人の児童生徒に対して、組織

的な生徒指導を展開していくためには、校内の

生徒指導体制を早期に確立することが必要で

す。

すなわち、校内の生徒指導の方針・基準を

定め、これを年間の生徒指導計画に盛り込む

とともに、授業研修などの校内研修を通じてこ

れを教員間で共有し、一人一人の児童生徒に

対して、一貫性のある生徒指導を行うことがで

きる校内体制をつくることが必要であるというこ

とです。

（生徒指導提要より）

小中 9 年間を見通して 

【具体的な実践事例】
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